
青森市新町一丁目地区優良建築物等整備事業

～そこに街がある～ＴＨＲＥＥ　完成
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施工のポイント

異なる用途の建物を合理的に同時施工

設計コンセプト

クライアントの郷土愛を随所に表現

（７） （第３種郵便物認可）２０２３年　（令和５年）　６月１９日　（月曜日）

【ＴＨＲＥＥ　本館】
■所　在　地：青森市新町一丁目７番１号
■敷地面積：，．㎡
■建築面積：，．㎡
■延床面積：，．㎡
■構　　造：ＲＣ一部Ｓ造
■階　　数：地下１階地上階

【ＴＨＲＥＥ　アネックス棟】
■所　在　地：青森市新町一丁目６番号
■敷地面積：，．㎡
■建築面積：，．㎡
■延床面積：，．㎡
■構　　造：Ｓ造
■階　　数：地上５階

※写真提供／菅野宏史建築設計事務所

■工事名称：青森市新町１丁目地区優良建築物等整備事業に伴う建築物新築工事
■設計監理：株式会社菅野宏史建築設計事務所・工藤真人建築設計事務所設計共同体
■施　　工：株式会社福田組・志田内海株式会社特定建設工事共同企業体
■工　　期：年月２日～年３月日
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１階ラウンジ

ゲストルーム寝室

３階店舗 ２階店舗１階店舗

　労働災害の多くは「人的要因」と「物的要因」が
多くを占めていると考えています。人的要因に関し
てはヒューマンエラーを完全に無くすのは難しいで
すが、不安全行動の撲滅については、私たち元請け
会社および協力会社の管理で実現可能と思っていま
す。物的要因については特に「不備のある設備を提
供しない、不備のある設備は使わせない、是正させ
てから使用させる」ことが重要だと考えています。
　繁忙期には１日約人の作業員が工事に従事し
ておりました。工期中は、新型コロナウイルスが流
行していた時期と重なり、当初から新型コロナウイ
ルス感染防止対策とともに熱中症対策、高齢者の安
全対策と健康管理などを衛生管理方針に掲げ、新型
コロナウイルスの集団感染は発生せず、熱中症災害、
高齢者災害ともゼロを達成することができました。
　当現場は海岸線からｍ内に位置しているため、
建設中は強風時の作業の中止、中断の判断、指示が
遅れないようにする現場管理が必要でした。具体的
には吹き流し設置以外に設定した風速を超えると、

即時に現場職員へ通知する「デジタル風速計」を採
用しました。そのほか、デジタル騒音計、クラウド
カメラの導入を行い管理面の効率化を図りました。
　ＴＨＲＥＥ本館は商業施設の上に分譲住宅の
「レーベン青森新町ＴＨＥ　ＧＲＡＮＤ　ＭＩＤ」
が配置され、上空渡り廊下でアネックス棟がつなが
っている建物構成でした。同工期内で三つの建物を
同時に建設しているような感じでした。解体が終わ
った整地にどういった順番で作っていくことが効率
的であり合理的なのかを工事当初頭を悩まされまし
たが、福田組の技術力、志田内海の機動力、協力会
社の結束力の融合で無事に竣工を迎えることができ
ました。
　３度の冬を乗り越えて完成した建物を見ると工事
を終えた喜びもひとしおです。予定工期内で完成、
お引き渡しができたのは、多くの関係者のご尽力の
おかげと、皆さまに厚くお礼申し上げます。

福田組・志田内海ＪＶ　所長　近藤　桂

南東面外観

　計画地は、青森駅より徒歩５分とかからない至近距離にあ
る、老舗の百貨店跡地です。クライアントは郷土愛にあふれ、
その思いに共感し地域活性化につながるような施設の構築を
考え、百貨店とは違うコンセプトで、にぎわい感を創出する
複合施設としました。
　施設は道路を介した２棟から成り、本館１階をフード＆セ
レクトギフト、２階・３階はアパレル・服飾・雑貨、４階は
ビューティー＆メディカルゾーンとしています。多目的施設
にする事でにぎわいをもたらし、さらに滞在人口を増やすた
め、階建てのレジデンスを併設しました。
　アネックス棟には台の立体駐車場を確保し、１階には
生鮮食品売り場のマルシェを計画、レジデンスの方と近隣の
方が集える環境創りを目指しました。本館とアネックス棟は、
空中廊下で結ばれており、ストレスの無い移動および安全性
に寄与した計画としました。

　青森市は一年を通して日射量が少ないとともに、積雪量が
１ｍ／日超えも珍しくない地域です。よって建物周囲歩道に
はロードヒーティング設備を設置し、外壁は雁木の手法を取
り入れ、カーテンウォールと壁のバランスを考慮し、夜間に
は外部に光が漏れ、街を明るく照らすようなファサードとし
ました。
　カラースキームはシルバーを基調とし、構造フレームは住
居部の居住性を考えたＲＣ造、店舗部の開放性を考慮したＳ
造の混構造としました。
　建築は機能を充実させ、より美しく、コストを抑えた「機
能・形態・経済」が大事だと考えております。本施設はクラ
イアントの、街を盛り上げたいという意気込みに惹（ひ）き
込まれて、その思いを設計に組み込みました。
　「ＴＨＲＥＥ」はクライアントとさまざまな方々の尽力に
より、その気持ちを随所に表現できた建築と思っております。
ここに紙面をお借りして、あらためてお礼申し上げます。
「ＴＨＲＥＥ」がこれからも市民に永く愛される建築になる
ことを祈っております。
　株式会社　菅野宏史建築設計事務所

代表取締役　菅野　宏吏


